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火曜日が校内音楽祭でした。多くの保護者

の皆さん、地域の皆さんにも来ていただき、

賑やかに行うことができました。ありがとう

ございました。子どもたちの歌声も演奏も、

まさに「素晴らしかった」の一言。たくさん

の人の前で立派に披露できましたので、子ど 《高学年の合奏》

もたちも満足感と達成感を味わったことでし

ょう。金曜日に行われる大方地区音楽祭に向

けて弾みがついたのではないかと思います。

開会式で話したことですが、私は３・４年

生がリコーダーで演奏した『エーデルワイス』

を聞くと、中学校１年生の夏休みが思い浮か

びます。その時に感じた夏の日の風のにおい

や熱さを思い出す、というより再び感じるこ

《進行役の文化委員さん》

とがあるのです。不思議なことですが…。

明日の大方地区音楽祭で一つの取組が終わ

ります。校内音楽祭でのすばらしい歌声と演

奏を再現してください。自信と誇りをもって

臨んで欲しいと思います。大人になって、今

取り組んでいる曲に再会した時、これまでの

頑張りと友だちの笑顔を一緒に思い出してく

れたらと願っています。

保護者・地域の皆さんも、ぜひ明日の大方

《低学年の斉唱》 地区音楽祭にご参加ください。どうか、よろ

しくお願いします。（８：４０開会式）

校内音楽祭では、職員全員で「つばさをく

ださい」を歌いました。あとで１年生が、

「ええ歌やったね。」

「上手やった。」

と、声をかけてくれました。とてもうれしか

ったです。私、数ヶ月後に６０歳になります

が、年齢に関係なく褒めてもらうと嬉しいも

のだなと、つくづく感じたことでした。

校内音楽祭の歌声と演奏


